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いろんな秋があるけれど、
ぼくはやっぱり読書の秋。
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人口／ 81,043人

世帯／ 33,386世帯

新ご当地サーモン！
成長を願って放流

「ニジサクラ」の稚魚の放流〈9月 30日㈬〉

　山形県の新ご当地サーモン「ニジサク
ラ」の稚魚の放流が、㈱米沢鯉六十里
（東１丁目）の養殖池で行われ、東部小
学校の５年生が参加しました。
　ニジサクラは県が平成 25 年から研
究開発を行ってきた魚で、ニジマスの
雌と県の魚サクラマスの雄を交配して
できた県独自の新品種です。県では２
年後の出荷を目指し、置賜、村山、最
上の３つの地域で養殖を行っています。
　この日参加した児童は 18 人。３、
４匹の稚魚が入ったバケツをそれぞれ
持ち、大きく育つよう願いを込めなが
ら、養殖池へ優しく放流しました。

　今回は「読書の秋」というテーマのもと、
表紙と裏表紙を作成しました。
　表紙では、学童保育所しゃぼん玉クラブ
西部Ⅳへお邪魔し、アタゴオルから借りた
絵本を読む児童を撮影しました。リラック
スした姿で思い思いの本を読む様子が、と
ても印象的でした。（撮影：10月 20日㈫）

まちの話題〈トピックス〉	 02
米沢品質〈TEAM	NEXT	YONEZAWA〉	 03
特集　令和２年度米沢市表彰	 04
くらしNAVI	 07

教えて ! 市立病院／目指せ ! 健康長寿日本一	12
国際交流／米沢偉人伝	 13
まちの話題／市長コラム／編集後記	 14
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おもてなしの精神で
お客様をファンに

「米沢品質向上運動」とは

携帯電話販売店を運営している

株式会社 エフ・シー・エス（金池）

スマホ教室の様子
国道 13号沿いにある

ドコモショップ米沢東パーク店

　平成元年に設立した㈱エフ・シー・エス。最初はアマチュ
ア無線機の販売、修理業としてスタートしたこの会社は、
通信技術の進歩に柔軟に対応し、地域のニーズに応えて
きました。現在では無線機から携帯電話の販売へとシフ
トし、県内外で合計６店舗の携帯電話販売店を展開して
います。
　「携帯電話の販売は、販売したところで終わりの仕事で
はないと考えています。お客様との信頼関係を築き、『も
う一度この人に対応してほしい』と思ってもらえるよう、
おもてなしの精神でお客様に向き合っています」。そう語
るのは代表取締役の金丸まゆさんです。
　創業者である父親から会社を引き継いだ金丸さんは、
初めてスマートフォンを手にした人に向けて基本的な使
い方を無料でレクチャーする「スマホ教室」に特に力を入
れて取り組んでいます。「市民それぞれがスマートフォン
などの通信機器を活用し、通話アプリや宅配サービスな
どを使いこなせるようになれば、高齢になっても便利で
豊かな生活がおくれると思います。米沢でも高齢化は進
んでいますので、この教室を通してどんな世代でも生活
しやすい環境づくりに貢献していきたいです」と、金丸
さんは活動にかける想いを語りました。
　最後に、これからの目標について金丸さんにお聞きし
ました。「今後は携帯電話の販売に留まらず、今までやっ
たことがない他の分野の事業にも挑戦していきたいと考
えています。市民により身近なサービスを提供していき
たいですね」。未知の分野にも果敢に挑戦する金丸さんの
姿は、エネルギーにあふれていました。

平成元年設立。創業当初の無線機器販売で培ったノウハウをもと
に、山形、福島、青森の３県で携帯電話販売店を運営している。
写真は代表取締役の金

かね
丸
まる
まゆさん。

　本市では、挑戦と創造のあかし「米沢品質」をスローガンに掲げ、産品だけではなくサービス・観光・
文化・行政など、様々な領域の「挑戦と創造」を喚起し、付加価値を高めていくことを目的に「米沢
品質向上運動」を展開しています。本市のブランディングに賛同し、この運動に参加するプレイヤー
が「TEAM	NEXT	YONEZAWA（TNY）」です。（10月 14日現在、171の企業・団体・個人が登録）
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解説

市や業界の発展に貢献された 11 氏を表彰

令 和 ２ 年 度 米 沢 市 表 彰
　11 月３日（火・祝）の文化の日、アクティー米沢において米沢市表彰式を行います。表彰を受けられ
る皆さんの功績と功労をたたえ、その事績を紹介します。■問合せ／【功績者・功労者】総務課
総務担当、【平田東助章】農林課農政担当、【技能功労者】商工課工業労政担当  ☎ 22-5111（代表）

　
平
成
４
年
に
米
沢
商
工
会
議

所
議
員
と
な
り
、
平
成
22
年
に

会
頭
に
就
任
、
現
在
は
常
任
顧

問
と
し
て
地
域
経
済
の
振
興
発

展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
間
、「
多
方
面
と
の
交

流
と
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、

人
材
育
成
や
受
発
注
促
進
な
ど

を
目
的
と
し
た
「
元
気
米
沢
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

事
業
者
同
士
の
交
流
を
促
進
さ

れ
た
ほ
か
、
山
形
大
学
工
学
部

と
連
携
協
定
を
結
び
、
若
手
研

究
者
と
の
懇
談
会
の
開
催
や
、

地
域
振
興
・
人
材
育
成
な
ど
の

連
携
を
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
米
沢
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
議
会
」
の
設
立
準
備
に
参

　
功
績
者
　
　
産
業
振
興
に
貢
献

画
さ
れ
、
各
種
大
会
や
合
宿
な

ど
の
受
入
れ
に
よ
る
地
域
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、「
米
沢

新
産
業
創
出
協
議
会
」
の
立
ち

上
げ
、「
米
沢
地
域
雇
用
創
造

推
進
事
業
」
へ
の
参
画
、「
地

域
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
定

着
支
援
事
業
」
の
採
択
に
向
け

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
商
店
街
活
性
化
策

と
し
て
、
東
日
本
で
初
め
て
と

な
る「
ま
ち
な
か
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

を
開
催
し
、
逸
品
発
掘
と
新
規

顧
客
開
拓
を
結
び
付
け
ら
れ
た

ほ
か
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
米
沢

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
、
商
店
街
と
連
携
し
た
情
報

発
信
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、

地
元
商
工
業
を
支
援
さ
れ
ま
し

た
。

酒
さか

井
い

彰
あきら

さん（72歳）
松が岬一丁目

功績者表彰
　地方自治・文化・教育・産業その
他の分野で、本市の発展のため特に
貢献された本市の住民、または本市
に特別縁故の深い人に対して、その

功績をたたえ表彰するものです。昭和 26年度か
らこれまで 121人が受章されました。

技能功労者表彰
　技能者の社会的・経済的地位の向上
と技能尊重の気風を培うことを目的と
して、優れた技能者を表彰するもので
す。昭和 59年度からこれまで 168 人

が受章されました。

功労者表彰
　地方自治の伸展、産業・教育・文化
の振興、社会福祉の向上など、市勢の
発展や公共の福祉の増進に尽力され、
功労が極めて顕著な人、または他の模範

となる人や団体に対して表彰するものです。平成元
年度からこれまで185人、７団体が受章されました。

平田東助章表彰
　今日の農業協同組合の礎となる産
業組合法の制定と農民の幸福のため
に尽力した平田東助氏の偉業と精神
を永く顕彰することを目的として、

本市の農林水産業の進展に尽力された人を表彰す
るものです。令和元年度に１人が受章されました。

　米沢市表彰は、本市に多大な貢献をされた人に対し、その功績や功労をたたえて表彰するものです。
このたび 11氏が受章される４つの表彰について解説します。



5 2020.11.1

　
教
員
と
し
て
長
年
本
市
の
教

育
現
場
に
立
ち
、
確
固
た
る
教

育
愛
と
教
育
理
念
の
下
、
子
弟

の
教
育
と
地
域
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
米
沢
市
小
中
学
校
長

会
会
長
と
し
て
、
先
導
的
な
立

場
か
ら
学
校
経
営
の
改
善
及
び

円
滑
化
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
米
沢
市
教
育
委
員
会

教
育
委
員
長
と
し
て
、
卓
越
し

た
識
見
と
温
厚
な
人
柄
で
、
伝

統
的
な
精
神
を
基
に
し
た
教
育

を
大
切
に
す
る
教
育
風
土
を
培

い
、
教
育
委
員
会
の
充
実
と
活

性
化
に
努
め
、
教
育
行
政
及
び

本
市
教
育
の
推
進
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
米
沢
市
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
30
年
の
長
き
に
わ

た
り
地
域
住
民
の
生
活
状
況
の

把
握
、
災
害
時
に
お
け
る
要
援

護
者
支
援
な
ど
、
地
域
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
な
が
ら
地
域

の
見
守
り
を
行
い
、
課
題
の
発

見
及
び
解
決
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

地
域
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

住
民
の
良
き
相
談
相
手
と
し

て
、
経
験
に
基
づ
く
豊
富
な
知

識
を
も
っ
て
助
言
及
び
支
援
を

行
い
、
地
域
住
民
の
生
活
の
質

の
向
上
な
ど
、
地
域
福
祉
の
増

進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
５

期
15
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
基

本
的
人
権
の
擁
護
に
関
す
る
啓

発
活
動
な
ど
に
献
身
的
に
取
り

組
ま
れ
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
本
市
の
教
育
現

場
に
立
た
れ
た
経
験
を
基
に
、

米
沢
市
教
育
研
究
所
運
営
委
員

会
委
員
と
し
て
専
門
的
な
見
地

か
ら
助
言
さ
れ
る
な
ど
、
本
市

に
お
け
る
教
育
計
画
の
樹
立
並

び
に
教
育
実
践
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

48
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
米

沢
市
消
防
団
員
と
し
て
務
め
ら

れ
、
こ
の
間
、
平
成
５
年
か
ら
平

成
17
年
ま
で
は
副
団
長
、
平
成

17
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
は
団

長
と
し
て
、
消
防
団
の
統
率
と

円
滑
な
運
営
に
卓
越
し
た
指
導

力
を
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
消

防
団
員
の
教
育
訓
練
に
注
力
さ

れ
る
な
ど
、
本
市
の
消
防
行
政

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
山
形
県
消
防
協

会
東
南
置
賜
支
部
副
支
部
長
・

支
部
長
と
し
て
、
合
同
訓
練
や

幹
部
研
修
を
継
続
し
て
実
施
す

る
な
ど
、
支
部
管
内
の
消
防
団

員
の
士
気
の
高
揚
と
技
術
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
５

期
15
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
社

会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
基
本

的
人
権
の
擁
護
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
市
民
の
人
権

相
談
を
は
じ
め
、
街
頭
啓
発
活

動
、
小
中
学
生
へ
の
人
権
思
想

の
普
及
活
動
な
ど
、
様
々
な
活

動
に
献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
功
労
者

多た

田だ 

正た
だ
し 

さ
ん
（
79
歳
）

成
島
町
一
丁
目

田た

中な
か 

毅た
け
彦ひ
こ 

さ
ん（
75
歳
）

金
池
二
丁
目

塚つ
か
本も
と 

祖そ

玄げ
ん 

さ
ん（
79
歳
）

相
生
町

石い
し
川か
わ 

正ま
さ
義よ
し 

さ
ん（
70
歳
）

窪
田
町
小
瀬

安あ

部べ

美み

和わ

子こ

さ
ん（
70
歳
）

本
町
一
丁
目

教
育
振
興
に
功
労

民
生
の
安
定
に
功
労

人
権
擁
護
に
功
労

消
防
行
政
に
功
労

人
権
擁
護
に
功
労

令和２年度	米沢市表彰
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昭
和
47
年
に
現
在
の
店
を
引

き
継
い
で
以
来
、
48
年
の
長
き
に

わ
た
り
調
理
人
と
し
て
麺
類
を

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
麺
業
界
で

は
専
門
店
化
が
進
む
な
か
、
手

打
ち
そ
ば
・
ラ
ー
メ
ン
を
長
年
自

家
製
し
続
け
て
い
る
卓
越
し
た
技

能
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
米
沢
麺
業
組
合
や
米

沢
そ
ば
街
道
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
東
日
本
大
震
災
の

避
難
者
に
そ
ば
を
振
る
舞
う
な

ど
の
地
域
貢
献
や
、
食
品
衛
生

指
導
員
を
長
年
務
め
、
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
な

ど
、
業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

て
お
り
、
他
の
技
能
者
の
模
範

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
55
年
か
ら
40
年
の
長
き

に
わ
た
り
木
製
家
具
の
製
造
に

従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
５

年
に
独
立
し
た
後
は
、
先
端
機

械
の
導
入
に
よ
り
、
最
新
技
術

を
取
り
入
れ
る
一
方
、
高
度
な

技
術
を
必
要
と
す
る
時
代
家
具

の
修
理
や
リ
メ
イ
ク
を
手
作
業

で
行
い
、
そ
の
卓
越
し
た
技
能

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
米
沢
建
築
組
合
青
年

部
長
を
務
め
た
ほ
か
、
20
人
以

上
の
従
業
員
を
育
て
上
げ
、
米

沢
木
工
組
合
長
と
し
て
業
界
発

展
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
他
の

技
能
者
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

昭
和
47
年
に
大
工
見
習
い
と

し
て
弟
子
入
り
し
て
以
来
、
48
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
建
築
大
工
と

し
て
木
造
住
宅
や
社
寺
の
建
築
に

従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
和
風

建
築
を
得
意
と
し
、
数す
き
や
づ
く
り

寄
屋
造
・

入い
り
も
や
づ
く
り

母
屋
造
な
ど
を
数
多
く
手
掛

け
る
そ
の
卓
越
し
た
技
能
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
ら
弟
子
を
育
て
技

能
・
技
術
の
伝
承
に
努
め
る
と

と
も
に
、
米
沢
建
築
組
合
の
北

部
地
区
班
長
を
長
年
務
め
、
高

等
技
能
専
門
校
で
も
指
導
を
行

う
な
ど
、
業
界
発
展
及
び
若
年

技
能
士
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て

お
り
、
他
の
技
能
者
の
模
範
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
58
年
か
ら
37
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
婦
人
服
製
造
業
に

従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。
婦
人
服

製
造
の
全
工
程
に
お
け
る
知
識

と
技
術
を
備
え
、
完
成
イ
メ
ー

ジ
か
ら
縫
製
手
順
を
組
み
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
卓
越
し

た
技
能
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
山
形
県
職
業
能
力
開

発
協
会
の
技
能
検
定
員
や
、
民

間
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の

理
事
校
長
を
務
め
、
自
ら
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
作
成
や
指
導
を
行
う

な
ど
、
業
界
発
展
及
び
若
年
技

能
士
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
お

り
、
他
の
技
能
者
の
模
範
と

な
っ
て
い
ま
す
。

宮み
や

本も
と 

勝か
つ

夫お 

さ
ん（
78
歳
）

大
字
関

鈴す
ず

木き 

和か
ず

博ひ
ろ 

さ
ん（
66
歳
）

窪
田
町
窪
田

田た

中な
か 

和か
ず

男お 

さ
ん（
66
歳
）

中
田
町

鈴す
ず

木き

百ゆ

合り

子こ

さ
ん（
64
歳
）

城
西
四
丁
目

調
理
人（
麺
）

木
製
家
具
製
造
工

　
技
能
功
労
者

建
築
大
工

婦
人
服
製
造

　
昭
和
24
年
の
就
農
以
来
、
水
稲

と
園
芸
作
物
の
栽
培
に
取
り
組
ま

れ
、
中
で
も
雪
菜
の
生
産
技
術
の

改
善
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
７
年
に
は
伝
統
野
菜
と

し
て
の
雪
菜
の
名
声
を
高
め
る

た
め
に
、
米
沢
市
上
長
井
雪
菜

生
産
組
合
の
組
織
強
化
を
図

り
、
平
成
18
年
ま
で
の
長
き
に

わ
た
り
組
合
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
雪
菜
の
優
良

個
体
の
選
抜
増
殖
に
よ
る
栽
培

技
術
の
向
上
と
品
質
の
高
位
安

定
化
並
び
に
消
費
拡
大
の
た
め

多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
実

践
さ
れ
、
本
市
の
代
表
的
伝
統

野
菜
で
あ
る
雪
菜
の
地
位
確
立

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

吉よ
し

田だ 

昭し
ょ
う

市い
ち 

さ
ん（
85
歳
）

古
志
田
町

農
業
振
興

平
田
東
助
章

令和２年度	米沢市表彰
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高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

問
合
せ
／
健
康
課
母
子
保
健
担
当
☎
（
24
）
８
１
８
１

高
齢
者
向
け

優
良
賃
貸
住
宅

安
全
・
安
心
な

ま
ち
の
た
め
に

申
込
・
問
合
せ
／
都
市
整
備
課
建

築
住
宅
担
当
☎
（
22
）
５
１
１
１

申
込
・
問
合
せ
／
環
境
生
活
課
生

活
安
全
担
当
☎
（
22
）
５
１
１
１

市
立
病
院
施
設

の
一
部
移
転

問
合
せ
／
市
立
病
院
総
務
課
病
院

開
設
準
備
室
☎（
22
）２
４
５
０

　
今
年
の
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
加
え
て
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
細
菌
に

よ
る
肺
炎
、
一
般
的
な
ウ
イ
ル
ス

性
上
気
道
炎（
い
わ
ゆ
る
風
邪
）

が
混
在
す
る
た
め
、
ど
れ
に
か

か
っ
て
い
る
の
か
、
判
断
が
難
し

く
な
り
ま
す
。

　�

肺
炎
予
防
の
た
め
に
で
き
る

　
こ
と
と
し
て
、
予
防
接
種
が

　
あ
り
ま
す

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
で
、
肺
炎
球
菌
に

よ
る
肺
炎
な
ど
の
重
症
化
を
防
ぎ

ま
す
。
本
市
で
は
、
次
の
対
象
者

に
予
防
接
種
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。①	

今
年
度
中
に
下
表
の
年
齢

に
な
る
人
で
、
こ
れ
ま
で

肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
。

　

	

②	

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

で
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
る

心
臓
・
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸

器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人
。

	

８
０
０
０
円（
市
の
助
成
額

４
０
０
０
円
、
自
己
負
担
額

４
０
０
０
円
）

■	

助
成
期
間
／
３
月
31
日
㈬
ま
で

	

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
健
康

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【費用助成の対象となる年齢一覧】
年齢 生年月日
65 歳 昭和 30年４月２日～昭和 31年４月１日生
70歳 昭和 25年４月２日～昭和 26年４月１日生
75歳 昭和 20年４月２日～昭和 21年４月１日生
80歳 昭和 15年４月２日～昭和 16年４月１日生
85歳 昭和 10年４月２日～昭和 11年４月１日生
90歳 昭和	 5 年４月２日～昭和 6年４月１日生
95歳 大正 14年４月２日～大正 15年４月１日生
100歳 大正 9年４月２日～大正 10年４月１日生

団地名（所在地） 間取り 戸数 階数 家賃（円） 申込先

光陽マンション
（大町５丁目） １LDK 2 2 32,900 ～ ㈲西山不動産

	☎ 22-4334

いきいき館
陽だまり
（駅前３丁目）

１LDK 1 2 31,400 ～
小形アカデミー
ホーム㈱
☎ 023-642-5445

※	入居はそれぞれ先着順
※	全てエレベーター設置、家賃は収入により決定（共益費・駐車場料金別途）

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居
で
き

る
賃
貸
住
宅
で
す（
福
祉
施
設
と

は
異
な
り
ま
す
）。

■	

入
居
資
格
／
60
歳
以
上
の
自
立

し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
人（
高
齢
単
身
者
や
、
い
ず

れ
か
一
方
が
60
歳
以
上
の
夫
婦

世
帯
も
入
居
可
能
）

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
米
沢
市
民
大
会

　
交
通
事
故
や
犯
罪
、
暴
力
の
な

い
明
る
く
住
み
よ
い
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
14
日
㈯
10
時
～

伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ
ー
ル

	

交
通
安
全
・
暴
力
追
放
功
労

者
表
彰（
予
定
）な
ど

11
月
９
日
㈪

電
話
で
の
事
前
申
込
が
必
要

　
地
域
で
の
交
通
教
室

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
た

め
、
地
域
の
会
合
な
ど
へ
市
の
交

通
安
全
専
門
指
導
員
を
派
遣
し
、

講
話
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
を
使
っ
た
交

通
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開

催
を
希
望
す
る
場
合
は
担
当
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
の
確
認
を

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自
動

車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し

で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で

す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
５
年
の
新
病
院
開
院
に
向

け
て
、
外
来
診
療
棟
の
一
部
を
解
体

し
、
北
外
来
棟
に
移
転
し
ま
す
。
現

在
の
正
面
玄
関
は
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
移
転
の
期
日
／
11
月
24
日
㈫

■	

移
転
す
る
施
設
／
正
面
玄
関
、

医
事
課
、
内
科
外
来（
１
診
～

６
診
）、
内
科
処
置
室
、
化
学

療
養
室
、患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、

糖
尿
病
栄
養
指
導
室
、
臨
床
心

理
室
、
処
方
箋
Ｆ
Ａ
Ｘ
コ
ー

ナ
ー
、
自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー

	

外
来
食
堂
、Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー

は
休
止
し
ま
す
。

今回解体
する建物

駐車場

現在の
正面玄関

新しい
正面玄関

シャトルバスで送迎します

北

８時～ 17時 15分（最終）

シャトルバス
発着所

シャトルバス
発着所

新しい
外来診療
場所

米沢の生活をナビゲーション！
日時

申込締切 その他

場所 内容 対象 費用

申込方法



広
告

当事業所利用者の方を病院や施設等へ送迎して頂きます。
（自己車両を使用して頂きます）
※お車代として謝礼をお支払いします。

有償ボランティア活動員募集！！

対
象
者

①米沢にお住まいの方
②車を持っている方（貨物車以外）
③時間に余裕のある方
④ボランティアに関心のある方

まずはお気軽にお電話下さい。詳細は面談にてご説明致します。

ＮＰＯ法人　ひまわりサービス
米沢市成島町１-７-５９ ☎0238-37-1550 米沢市金池 7丁目 6-11 

秋の入会キャンペーン実施中！ 

TEL：22-7373 ご入会ご予約お問合せ 

登録料も半額 2,500円（税別）のみ
※３ヶ月間継続してご利用が条件となります。

スポーツの秋 フィットネス＆Ｊｒスイミング
１１月末まで 

入会金が０円

82020.11.1

マ
ザ
ー
ズ
お
し

ご
と
相
談
会

自
衛
官
を
募
集

し
ま
す

女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動

保
育
料
の
一
部

を
補
助
し
ま
す

問
合
せ
／
商
工
課
工
業
労
政
担

当

問
合
せ
／
自
衛
隊
米
沢
地
域
事

務
所
☎
（
23
）
０
０
１
１
ま
た

は
総
務
課
総
務
担
当

問
合
せ
／
総
合
政
策
課
若
者
支

援
担
当

申
請
・
問
合
せ
／
こ
ど
も
課
子

育
て
施
設
担
当

■開催日と内容／
開催日 	内容

11/16㈪ 10 時 30 分～セミナー「思いが届くコ
ミュニケーション」12時～個別相談会

12/14㈪ 10時 30分～セミナー「就活のススメ」
12時～個別相談会

1/18 ㈪ 10 時 30 分～セミナー「預ける不安を
解消しよう」12時～個別相談会

※セミナーへの参加のみ、事前申込みが必要です。

ア
ク
テ
ィ
ー
米
沢

	

就
職
を
考
え
て
い
る
子
育
て

中
の
女
性（
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
に
不
安
が
あ
る
人
、	

離
職
か
ら
の
ブ
ラ
ン
ク
が
長

く
不
安
な
人
な
ど
）

各
回
６
人

	

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

ト
山
形（
山
形
市
）☎
０
２
３

（
６
６
５
）５
９
１
５

　
FAX
０
２
３（
６
６
５
）５
９
１
８

	

相
談
中
は
同
室
で
保
育
ス

タ
ッ
フ
が
お
子
さ
ん
を
お
預

か
り
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力（
Ｄ

Ｖ
）、
性
犯
罪
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
防
ぎ
、
女

性
の
人
権
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

	

	11
月
12
日
㈭
～
25
日
㈬
※
11

月
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日
」で
す
。

●	「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
パ
ネ
ル
展

11
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮

ナ
セ
Ｂ
Ａ

●	

旧
米
沢
高
等
工
業
学
校
本
館

パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

11
月
19
日
㈭
～
30
日
㈪

日
没
～
22
時

山
形
大
学
工
学
部
地
内

　
認
可
外
保
育
施
設
に
子
ど
も
が

在
園
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
、
保

育
料
の
前
期（
４
月
～
９
月
）
分

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

	

本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
で
、
①
２
人
以
上
の
子
が

認
可
外
保
育
施
設
に
同
時
期

に
在
園
し
て
い
る
人
②
幼
稚

園
や
他
の
保
育
施
設
な
ど
に

在
園
し
て
い
る
子
以
外
に
、
同

時
期
に
認
可
外
保
育
施
設
に

１
か
月
以
上
連
続
し
て
在
園

し
て
い
る
子
が
い
る
人
③
小

学
生
の
子
か
ら
出
生
順
に
数

え
て
第
３
子
以
降
の
子
が
認

可
外
保
育
施
設
に
１
か
月
以

上
連
続
し
て
在
園
し
て
い
る
人

■	

申
請
書
／
市
内
施
設
利
用
者
は

利
用
施
設
を
通
し
て
、
市
外
施

設
の
利
用
者
は
こ
ど
も
課
窓
口
ま

た
は
郵
送
で
現
在
配
布
中
で
す
。

11
月
13
日
㈮

■	

補
助
金
額
／
同
時
在
園
の
場

合
の
第
２
子
は
保
育
料
の
半

額（
月
額
１
万
２
０
０
０
円
上

限
）、
第
３
子
以
降
は
保
育
料

の
全
額（
月
額
２
万
４
０
０
０

円
上
限
）※
ど
ち
ら
か
一
方
の

額
に
な
り
ま
す
。

■	

募
集
種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒（
推
薦
・
一
般
）
③
自
衛

隊
貸
費
学
生

	

①
18
歳
以
上
32
歳
未
満
の
人

②
令
和
３
年
４
月
１
日
現

在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子
で
中
学
校
卒
業
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

修
了
者
③
令
和
３
年
４
月
１

日
現
在
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
の
理
学
部
も
し
く
は

工
学
部
の
第
３
年
次
、
第
４

年
次
ま
た
は
大
学
院（
専
門

職
大
学
院
を
除
く
）
修
士
課

程
に
在
学
し
、
卒
業（
修
了
）

後
た
だ
ち
に
自
衛
隊
に
勤
務

し
よ
う
と
す
る
人

■	

受
付
期
間
／
①
随
時
②【
推
薦
】

11
月
１
日
㈰
～
30
日
㈪
、【
一

般
】
11
月
１
日
㈰
～
１
月
６
日

㈬
③
～
１
月
15
日
㈮

■	

試
験
日
／
①
受
付
時
に
お
知
ら

せ
②
【
推
薦
】
１
月
10
日
㈰
ま

た
は
１
月
11
日
（
月
・
祝
）の
指
定

す
る
１
日
、【
一
般
】
１
次
試

験
１
月
23
日
㈯
③
１
月
30
日
㈯

　
※
詳
細
は
問
合
せ
先
ま
で

・ＤＶ相談プラス（24時間対応）
　☎ 0120-279-889
・ＤＶ相談ナビ（短縮ダイヤル）＃ 8008
・山形県男女共同参画センター「チェリア」
　☎ 023-629-8007（直通）
・	配偶者暴力相談支援センター（置賜総合支
庁子ども家庭支援課）☎ 26-6027（直通）
・こども課（米沢市）☎ 22-5113（直通）

ＤＶなどの相談窓口があります

米沢の生活をナビゲーション！市役所へのお問合せはこちらまで　22-5111（代表）



広
告
弁弁護護士士・・司司法法書書士士のの費費用用のの立立替替ええ

  無無料料法法律律相相談談（（離離婚婚、、借借金金問問題題、、相相続続等等。。））

  法法テテララススはは、、国国がが設設立立ししたた公公的的なな法法人人でですす。。

　　法法テテララスス山山形形  ☎☎00557700--007788338811

  　　　　　　平平日日99：：0000～～1177：：0000（（山山形形市市七七日日町町22--77--1100　　NNAANNAABBEEAANNSS  88FF））

法テラス・サポートダイヤル
（コールセンター）

０５７０ ０７８３７４
（おなやみなし） 平日 9：00～21：00

土曜 9：00～17：00 

社会福祉法人米沢栄光の里　しょうがい者支援施設　松風園
～きめ細やかな支援をおこなっております～

いつでもお気軽にお問い合わせください
〒992-1122　米沢市万世町梓山5494-1
電話　0238-28-7710

〇生活介護 〇施設入所支援
〇短期入所 〇日中一時支援
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び

立
地
適
正
化
計
画
の
市
民
説
明
会

問
合
せ
／
都
市
整
備
課
都
市
政
策
担
当

二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
ま
し
た

問
合
せ
／
環
境
生
活
課
環
境
担
当

農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

農
業
用
不
用
農
薬
の
廃
棄
処
分

問
合
せ
／
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
米
沢
支
店
購
買
担
当

☎
（
36
）
０
２
１
８
ま
た
は
農
林
課
農
産
担
当

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
は
？

二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
と
は
？

■
期
日
と
場
所
／

期
日

場
所

11
／
９
㈪
置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

11
／
10
㈫
西
部
コ
ミ
セ
ン

11
／
12
㈭
南
部
コ
ミ
セ
ン

11
／
13
㈮
東
部
コ
ミ
セ
ン

　
12
月
１
日
㈫
の
計
画
公
表
に
先

立
ち
、
本
計
画
の
内
容
に
関
す

る
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い（
申
込
不

要
）。19

時
～（
１
時
間
程
度
）

農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

	

11
月
16
日
㈪
・
Ｊ
Ａ
米

沢
中
央
倉
庫
、
11
月
17
日
㈫・

Ｊ
Ａ
米
沢
広
井
郷
倉
庫

９
時
～
12
時

■	

搬
入
形
態
／
①
梱
包
し
た
荷
姿

②
指
定
専
用
処
理
袋

■	
分
別
方
法
／
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

素
材
、
硬
質
プ
ラ
、
リ
サ
イ
ク

ル
不
可
素
材
の
３
つ
に
分
別
し

搬
入
※
中
身
が
見
え
な
い
袋
に

詰
め
た
も
の
は
受
付
不
可
。

■	

処
理
料
金
／
①
梱
包
し
た
荷
姿

１
㎏
当
た
り
56
円（
税
別
）
②

指
定
専
用
処
理
袋
１
袋
当
た
り

１
４
１
５
円（
税
別
、
20
㎏
が

目
安
）の
購
入
に
よ
り
処
理
料

金
と
す
る
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
10
月
８
日
㈭
に
宣
言
し
ま
し
た
。

■	

回
収
で
き
な
い
も
の
／
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
以
外
の
も
の
、
農
業
資

材
で
な
い
も
の
、
家
庭
用
ご
み

農
業
用
不
用
農
薬
の
廃
棄
処
分　

　
登
録
失
効
、
期
限
切
れ
、
今
後

使
用
見
込
み
の
な
い
農
薬
を
処
分

し
ま
す
。

11
月
13
日
㈮
９
時
～
12
時

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
米
沢
店

■	

廃
棄
料
金
／
１
㎏
当
た
り
１
７
０

円（
税
込
）※
当
日
現
金
払
い
の
み

■	

搬
入
形
態
／
粉
粒
剤
、
乳
液
剤
、

水
和
剤
に
仕
分
け
し
、
別
々
に
搬
入

	

搬
入
の
際
、
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い（
印
鑑
を
忘
れ

た
場
合
は
受
理
で
き
ま
せ

ん
）。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と

は
、
二
酸
化
炭
素（=c
カ
ー
ボ
ン

arbon	
d

ダ
イ
オ
キ
サ
イ
ド

ioxide

）
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
を
目
指
す
都
市（
＝

c

シ
テ
ィ

ity

）
の
こ
と
で
す
。
市
民
一
人

一
人
が
地
球
温
暖
化
問
題
に
関
心

を
持
ち
、
節
電
や
ご
み
分
別
の
徹

底
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

　
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
人
為
的
な
発
生
源
に
よ
る

排
出
量
と
、
森
林
な
ど
の
吸
収
源

に
よ
る
除
去
量
と
の
間
の
均
衡
を

達
成
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

排出量

吸収量

　近年、地球温暖化が原因と見られる気候変動の影響により、
世界規模で自然災害が頻発・激甚化しています。本市において
も、私たちの生命や暮らしが脅かされる事態が身近に迫るなど、
現在、まさに気候危機と言うべき状況であり、その対策は不可
欠なものとなっています。
　2015年に合意されたパリ協定では、「産業革命からの平均気温
上昇の幅を２℃未満とし、1.5℃に抑えるよう努力する」との目標
が国際的に広く共有されるとともに、2018年に公表されたＩＰＣ
Ｃ（国連の気候変動に関する政府間パネル）の特別報告書におい
ては、「気温上昇を２℃よりリスクの低い1.5℃に抑えるためには、
2050年度までに二酸化炭素の実質排出量をゼロにすることが必
要」とされ、また、この目標達成に向け、国からは、地方自治体や
民間企業、ＮＰＯ等の主体による取組の重要性が示されました。
　米沢市においても、本市が将来の望ましい環境像として掲
げる「豊かな自然に抱かれ人と環境にやさしく快適で美しいま
ち」の実現と、かけがえのない私達の故郷を未来の世代につな
いでいくため、挑戦と創造の精神で 2050年までに二酸化炭素
排出実質ゼロを目指し、実現に向けて取組を進めることをここ
に宣言します。

令和２年10月８日　米沢市長　中川　勝

日時

申込締切 申込先 申込方法 その他問合せ

期間 時間 場所 内容 講師 対象 定員 費用 持ち物

米沢市ゼロカーボンシティ宣言―本文―
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広
告

ささんんゆゆううのの

●●12月月５５日日（（土土））10：：00～～
●●12月月９９日日（（水水））10：：00～～

介護 ・ 看護

会場：サンメイトきらら(米沢市徳町4-26)

前日まで下記へお申し込み下さい(*^▽^*)

株株式式会会社社三三友友医医療療☎☎0238-37-1226 担担当当：：タタカカハハシシ

2211--66667777☎
石附硝子株式会社 
米沢市下花沢3丁目10-26 ご連絡お待ちしております♪ 

冬将軍がやってくる前に冬将軍がやってくる前に!!!!  
我家の冬は結露との戦いでした。 
プラマードＵを取付けてもらい、 
ひと冬越して感じたのは、まず 
結露が無くなり、部屋全体が 
暖かくなったことです。 おまけに 

   光熱費も安くなったのは 
 ビックリ！ ～米沢市 Ｊ様 ～  

リフォーム補助金対象商品

石附硝子 

こ
ど
も

募
集

税
金

　

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

　

有
料
広
告

　　
令
和
３
年
度
の
家
庭
用
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る
有
料

広
告
を
募
集
し
ま
す
。

■	

発
行
部
数
／
４
万
３
０
０
０
部

（
予
定
）

■	

広
告
規
格
／【
寸
法
】縦
４・５
㎝

×
横
８・５
㎝【
色
】カ
ラ
ー
印
刷

■
募
集
枠
数
／
計
４
枠

■
広
告
掲
載
料
／
１
枠
５
万
円

11
月
30
日
㈪

	 	

環
境
生
活
課
廃
棄
物
対
策

担
当

	

１
社
に
つ
き
１
枠
の
掲
載
と

し
、
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
よ
り
決
定
。
掲
載
位
置
の
指

定
は
不
可
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　
差
押
え
を
し
た
動
産
と
不
動
産

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
売
し

ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
公
売
財
産

が
な
い
場
合
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

	

ど
な
た
で
も

■	

参
加
申
込
期
限
／
11
月
20
日
㈮

23
時
※
保
証
金
が
必
要

■	

入
札
期
間
／【
動
産（
せ
り
売

り
）】11
月
27
日
㈮
13
時
～
29
日

㈰
23
時【
不
動
産（
入
札
）】
11
月

27
日
㈮
13
時
～
12
月
４
日
㈮
13
時

　
※
参
加
申
込
み
を
し
た
人
の
み

納
税
課
整
理
係

　

給
与
支
払
者
へ
給
与
支
払

　

報
告
書
を
送
付
し
ま
し
た

　
令
和
３
年
度（
令
和
２
年
分
）の

給
与
支
払
報
告
書
は
、
年
末
調
整
関

係
資
料
と
一
緒
に
米
沢
税
務
署
か
ら

郵
送
さ
れ
ま
し
た
。
書
類
が
届
か
ず

必
要
な
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

	
本
市
に
所
在
す
る
給
与
支
払
者

（
源
泉
徴
収
義
務
者
）

■
送
付
時
期
／
10
月
下
旬

税
務
課
市
民
税
係

　

令
和
２
年
分
年
末
調
整
等

　

説
明
会
を
中
止
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
開
催
の
年

末
調
整
等
説
明
会
を
中
止
し
ま
す
。

	

米
沢
税
務
署
法
人
課
税
部
門	

☎（
22
）６
３
７
５（
直
通
）ま

た
は
税
務
課
市
民
税
係

　

11
月
は
児
童
扶
養
手
当
の

　

支
給
月
で
す

■
支
給
対
象
月
／
９
月
分
～
10
月
分

■	

振
込
先
／
指
定
さ
れ
た
金
融
機

関
の
受
給
者
名
義
口
座

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

こ
ど
も
課
給
付
担
当

	

口
座
変
更
は
支
給
月
の
前
月
中

頃
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
、

11
月
分
か
ら
の
審
査
が
行
え
ず

支
給
が
で
き
ま
せ
ん
。
早
め
に

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
り
親
世
帯

　

臨
時
特
別
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
を

支
援
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
を
支

給
し
て
い
ま
す（
要
申
請
）。

	

①	

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て

お
り
、
児
童
扶
養
手
当
の
申

請
を
し
て
い
れ
ば
、
令
和
２

年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
が
全
額
ま
た
は
一
部
停

止
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
人

　

		

②	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が

急
変
す
る
な
ど
収
入
が
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
と
同
じ
水
準
に
な
っ
て
い

る
人

■	

給
付
額
／
１
世
帯
５
万
円
、
第

２
子
以
降
１
人
に
つ
き
３
万
円

令
和
３
年
２
月
26
日
㈮

こ
ど
も
課
給
付
担
当

	

す
で
に
同
給
付
金
を
受
給
し
て
い

る
人
の
申
請
は
不
可
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

　

ひ
と
り
親
の
ご
家
庭
へ

　
令
和
３
年
３
月
分
か
ら
、
児
童

扶
養
手
当
額
と
障
害
年
金
の
子
の

加
算
部
分
の
額
と
の
差
額
を
児
童

扶
養
手
当
と
し
て
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

	

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と

し
て
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
申
請
不
要
。
そ
れ
以
外
の
人

は
申
請
が
必
要
で
す
。

こ
ど
も
課
給
付
担
当

	

令
和
３
年
６
月
30
日
ま
で
に
申

請
す
れ
ば
令
和
３
年
３
月
分
の

手
当
か
ら
受
給
可
能
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

や
ま
が
た
子
育
て
応
援

　

パ
ス
ポ
ー
ト
有
効
期
限

　

や
ま
が
た
子
育
て
応
援
パ
ス

ポ
ー
ト
は
現
在
、
電
子
画
像
を
利

用
し
た
新
し
い
も
の
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効

期
限
が
「
平
成
32
年
３
月
31
日
ま

で
」
と
記
載
さ
れ
た
古
い
も
の
を

お
持
ち
の
人
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の

年末調整
詳細はこちら

米沢の生活をナビゲーション！市役所へのお問合せはこちらまで　22-5111（代表）
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広
告

高
齢
者

防
災

そ
の
他

更
新
を
お
願
い
し
ま
す
。

	

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
担
当

	

希
望
者
に
は
新
し
い
紙
の
パ
ス

ポ
ー
ト
を
交
付
し
ま
す
。

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

　

推
進
月
間
で
す

　
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。
虐
待
か
も
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
の
一
本
の
電
話
で

救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

	

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
☎
１
８
９（
い
ち・は
や・く
）

ま
た
は
こ
ど
も
課
相
談
担
当	

※
秘
密
厳
守
で
す
。

	

出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

や
疑
問
は
こ
ど
も
課
や
児
童
相

談
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

在
宅
高
齢
者
の
見
守
り

　

３
つ
の
支
援
が
あ
り
ま
す

１	

見
守
り
支
援
事
業

	

週
１
回
程
度
、
玄
関
先
で
安
否

確
認
を
行
い
、
短
時
間
の
話
し

相
手
を
し
ま
す
。
申
請
時
に
緊

急
時
対
応
が
で
き
る
人
１
～
２

人
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

	

65
歳
以
上
の
独
居
の
人
ま
た
は

日
中
独
居
に
な
る
人
で
、
介
護

保
険
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
な
い
人
。

	

無
料
※
在
宅
改
修
費
・
福
祉
用

具
購
入
は
除
く
。

２	

愛
の
一
声
事
業

	

週
２
回（
一
部
地
域
は
週
１
回
）

の
訪
問
で
乳
酸
飲
料（
ヤ
ク
ル

ト
）を
お
渡
し
す
る
と
と
も
に
、

安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。
申
請

時
に
緊
急
時
対
応
が
で
き
る
人

１
人
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

	

70
歳
以
上
の
単
身
ま
た
は
高
齢

者
世
帯

無
料

３	
あ
ん
し
ん
電
話
事
業

	
固
定
電
話
に
家
庭
用
緊
急
通
報

機
器
を
貸
与
・
設
置
し
、
日
常

生
活
で
の
緊
急
事
態
へ
の
不
安

を
解
消
し
ま
す
。
申
請
時
に
緊

急
時
対
応
が
で
き
る
人
１
～
２

人
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
	

65
歳
以
上
の
単
身
ま
た
は
高
齢

者
世
帯

	

設
置
無
料
、
通
話
料
金
は
利
用

者
負
担

【
１
２
３
共
通
】

窓
口
ま
た
は
郵
送
で
の
申
請

	

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　

緊
急
地
震
速
報
訓
練

　
国
に
よ
る
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
活
用

し
た
緊
急
地
震
速
報
訓
練
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
本
市
で
緊

急
地
震
速
報
の
情
報
伝
達
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
訓
練
で
は
、

市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
設
置
さ

れ
た
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
戸
別
受

信
機
及
び
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
か
ら
、

「
緊
急
地
震
速
報
報
知
音
」
と
「
訓

練
放
送
」
が
流
れ
ま
す
。

　
訓
練
で
す
の
で
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
５
日
㈭
10
時
頃

環
境
生
活
課
危
機
管
理
担
当

　

令
和
２
年
秋
季

　

火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰

【
全
国
統
一
防
火
標
語
】

　
そ
の
火
事
を
防
ぐ

　
　
　
あ
な
た
に
金
メ
ダ
ル

　

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
際
は
、

燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
し
、
給
油
の
時
は
火
を

消
し
て
か
ら
行
う
な
ど
、
取
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
設
置
か
ら
10
年
を
迎
え

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
も
多
く
、

電
池
切
れ
な
ど
に
よ
り
火
災
時
に

適
正
に
作
動
し
な
く
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
な

点
検
の
実
施
や
、
新
し
い
も
の
へ

の
更
新
を
お
願
い
し
ま
す
。

	

米
沢
消
防
署
東
部
分
署	

	

☎（
26
）
２
０
４
１
ま
た
は
環

境
生
活
課
危
機
管
理
担
当

　

11
月
は
労
働
保
険
適
用

　

促
進
強
化
期
間
で
す

【
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
】

　

労
働
保
険
は
強
制
保
険
で
す
。

労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
）
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
れ
ば
、
原
則
と
し
て
業
種
や
規

模
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
未
手
続
の
場
合
は
自
主
的
に
加

入
手
続
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

商
工
課
工
業
労
政
担
当

　

山
形
県
の
最
低
賃
金
が

　

改
正
さ
れ
ま
し
た

■	

時
間
額
／
７
９
３
円（
３
円
ア
ッ
プ
）

■
効
力
発
生
日
／
10
月
３
日
㈯

	

山
形
労
働
局
賃
金
室
☎
０
２
３

（
６
２
４
）
８
２
２
４
ま
た
は

商
工
課
工
業
労
政
担
当

　

国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
２
年
国
勢
調
査
で
は
、
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
国
勢
調
査

の
結
果
は
、
行
政
機
関
が
各
種
施

策
を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
資
料

な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
速
報
結
果
は
、
来
年
６
月
に
公

表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

総
合
政
策
課
統
計
調
査
担
当

日時

申込締切 申込先 申込方法 その他問合せ

期間 時間 場所 内容 講師 対象 定員 費用 持ち物
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　１日でどのくらい歩いているか
　意識したことはありますか？
　本市は、スポーツ庁の推進する
「F

フ ァ ン
UN+W

ウ ォ ー ク
ALK	P

プロジェクト
roject」に参画し

ています。このプロジェクトは、
運動のなかでも気軽に取り組める
「歩く」ことを推奨するものです。
　このプロジェクトでは「１日平
均歩数 8,000 歩、20分の早歩き」
や「今より 1,500 歩多く歩く」こ
となどを呼びかけ、それにより健
康維持・増進や国民医療費の抑制
効果に期待できるとしています。

　 整 形 外 科 で は、 生 活 の 質
（Q

ク オ リ テ ィ
uality	o

オブ
f	L
ライフ
ife）を向上させるこ

とを第一に考えた診療を行ってい
ます。元気で長生きでき、よりよ
い生活を送れるようにすることが
目的です。
　骨折では、手術と保存療法を
行っており、手術件数は 128 件
です。股関節の付け根の骨折（大

だい

腿
たい
骨近位部骨折）が多く、寝たき

りとなる場合があるため、早期に
治療、リハビリを行うことで、歩
いて退院することを目標にしてい
ます。
　骨粗鬆症では、骨をより丈夫に
する薬物療法を行っています。骨
を作るのを助けるフォルテオを
371人、骨を壊すのを押さえるプ
ラリアを 1,200 人、リクラストを
82人に使って治療しています。
　関節リウマチは 200 人を治療
中です。関節リウマチは、関節が
炎症を起こし、軟骨や骨が破壊さ
れてしまいますが、早期発見と適
切な治療で関節破壊の進行を防ぐ
ことができます。現在、抗リウマ

チ薬のメトトレキサートを 174
例（77％）、生物学的製剤のイン
フリキシマブを 43 例、トシリズ
マブを 43 例に使用しており、自
他覚症状が消える臨床的寛

かん
解
かい
は

85％、関節破壊がほぼ止まる構造
的寛解は 92％、身体機能が維持
できる機能的寛解は 76％です（数
値はいずれも令和元年度）。

　スニーカー通勤のすすめ
　普段仕事などをしていて、運動
する時間を確保できないという人
も多いと思いますが、スポーツ庁
はスニーカー通勤など“歩きや
すい服装”での通勤スタイルを推
奨しています。スニーカーでなく
ても、歩きやすさに特化した自分
のお気に入りの靴を見つけること
で、いつもより身体を動かすこと
が苦でなくなります。

　こだわりすぎず、まずは楽しむ
　ことを意識してみませんか？
　10 月に本市は、特定のアプリ
で個人の走行距離・歩行距離を１

か月間記録する「オクトーバー・
ラン&ウォーク」に参画し、多く
の市民の皆さんにエントリーして
いただきました。ここで使用した
アプリでは、距離に応じてキャラ
クターが成長したり、全国や県内
のランキングが表示されるので、
それを楽しみながら毎日歩くこと
を意識することができました。
　いつもより職場の中で動くこと
を意識するなど、日常のちょっと
した工夫で歩数を増やすことがで
きます。この機会に自分の生活ス
タイルをもう一度見直し、「歩く
こと」を自分なりに楽しくする方
法を考えてみてください。

〈今月のドクター〉

診療部長兼整形
外科部長兼リハ
ビリテーション
科長
阿
あ
部
べ
義
よし
幸
ゆき
�医師

市立病院整形外科外来の診療体制
　当院の医師の減員に伴い、整形
外科外来の新患受付は、紹介状を
お持ちの人のみとなります。ご理
解をお願いします。
■問合せ／	市立病院事務局総務課

総務担当☎ 22-2450

身近なスポーツ「ウォーキング」を楽しもう！
■ 問合せ／スポーツ課健康スポーツ担当☎ 22-5111

〈第 31 回〉

〈第 89 回〉

目指せ健康長寿！

骨折、骨
こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

、関節リウマチ
■ 問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450
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次号は小
お
田
だ
切
ぎり
万
ま
寿
す
之
の
助
すけ
を紹介します。

 Tyler's Essay
 What's the T ?

Vol.7

八
や

木
ぎ

朋
と も

直
な お

Tomonao Yagi
1841 - 1929

（日本語訳）
　ブラックフライデーという言葉
を聞いたことがありますか？ブ
ラックフライデーはアメリカの感
謝祭（毎年 11 月の第 4 木曜日）
翌日に行われ、カナダ、ニュージー
ランド、イタリア、ドイツなど欧
米諸国のクリスマスに向けた大型
タイムセールのことです。
　この日は、洋服、家具、自動車
などあらゆる商品が 3割から 5割
の割引になります。2019年には、
アメリカだけで 1 億 7,400 万人
が 24 時間のうちに約 5千億円の
買い物をしました。
　店の利益が高く、その日から「黒
字」転換するという意味から、ブ
ラックフライデーと言われていま
す。

     Have you heard of Black Friday? 
Black Fr iday is  the day after 
American Thanksgiving, the last 
Friday in November. On this day, 
many stores hold large sales in 
preparation for Christmas season, 
including overseas stores such as 
those in Canada, New Zealand, 
Italy, and Germany. 
     During this time, there are 
savings of 30-50% on everything 
from clothes, to furniture, to 
cars. In 2019, 174 million people 
participated in Black Friday and 
spent about $5 billion in the 24-
hour period in America alone. 
     This day is called Black Friday 
because,  due to the revenue 
accrued by businesses, they would 
be considered “in the black” (as 
opposed to in the red).

　八木朋直の功績で最も有名なの
は初代萬代橋の建設でしょう。萬
代橋は信濃川に架かる橋で、新潟
日
にち
日
にち
新聞社社長の内山信太郎が計

米沢市国際交流員
タイラー・バートン

●	オンライン多言語スピーチコンテスト
■	日時／【予選】11月 23日（月・祝）
【本選】12月 5日㈯
■対象／小中高生
■締切／ 11 月 13日㈮
● 11月の YIRA交流講座
○Weekend	English11月14日㈯
○中国語交流講座 11月 17日㈫
○英語交流講座 11月 25日㈬
※	各講座はオンラインだけでなく、
オフラインでの参加も受け付けて
います。詳細はYIRA事務局まで。

米沢市国際交流協会（YIRA）
米沢市国際交流プラザ「アーカス」
置賜総合文化センター１階
☎ 33-9146 yira@omn.ne.jp
ホームページ／
www.yira-yonezawa.org

YIRA NEWS

画し、朋直は建設費全額を出資し
ました。明治19年に竣

しゅん
工
こう
した萬代

橋は長さ782ｍと当時日本一の長
さを誇る橋でした。朋直は萬代橋
の架橋には並々ならぬ思い入れが
あったようで、自身を「架橋翁」と
称しています。萬代橋は交通の発
展と新潟市の近代化に貢献しまし
た。なお、現在の３代目萬代橋は
国の重要文化財となり、新潟県の
シンボルとして親しまれています。
また、明治32年には第４代新潟市
長に就任し、市政初期のトップと
して行政の舵取りを担いました。
　最後に、晩年の朋直の米沢での
エピソードをご紹介します。昭和２

年、朋直は八木家の菩提寺普門院
（大字関根）に立ち寄って墓参りを
しました。この時、普門院に自筆の
掛軸２幅を奉納しています（図１）。
　朋直は 88 歳とかなりの高齢で
したが、偶然にも普門院の髙橋有

ゆう

芳
ほう
住職も同い歳で「どちらが長生

きできるか」など
話も弾んだようで
す。この掛軸は今
も普門院で大切に
保管され、朋直と
米沢の絆を伝えて
います。

新潟市歴史博物館提供

図１

初代萬
ばん

代
だい

橋を架橋し、新潟市長を務めて新潟市
の近代化に貢献した米沢出身の財界人・政治家

〈第 26 回 後編〉

What is Black Friday?
ブラックフライデーとは？
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広
告

秋
の
元
気
回
復
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

食
欲
の
秋
、
米
沢
を

満
喫
し
ま
し
ょ
う

最
上
川
源
流
で
郷
土
を
知
る

地
域
に
愛
着
を

歩
い
て
目
指
す
秘
湯

健
康
増
進
に
関
す
る
連
携
協
定

健
康
長
寿
と
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
向
け
て

福
田
直
樹 

ト
ー
ク
＆
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ

米
沢
の
自
然
と
音
楽

を
明
日
の
力
に

10

水
７

9

金
18

９

月
21

９

土
26

　
若
者
支
援
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｗウ

ィ

ズ

ｉ
ｔ
ｈ
優ゆ
う

の
主
催
で
、
郷

土
を
知
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
一
泊

二
日
で
行
わ
れ
、
参
加
者
23
人
が

南
原
小
学
校
付
近
か
ら
大
平
温
泉

ま
で
を
徒
歩
で
目
指
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
１
人
は
「
登
山
は
辛

か
っ
た
け
ど
色
々
な
人
と
話
が
で

き
て
良
か
っ
た
。
励
ま
し
合
い
な

が
ら
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
２
日
目
に

は
、
火か

焔え
ん

の
滝
ま
で
登
る
人
も
お

り
、
悩
み
を
抱
え
る
若
者
に
と
っ

て
、
学
校
外
で
も
挑
戦
で
き
る
場

所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
市
の
健
康
長
寿
と
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会

社
と
、
健
康
増
進
に
関
す
る
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
県
内
で

は
、
同
社
と
連
携
協
定
を
締
結
す

る
初
の
自
治
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
同
社

は
、
市
な
ど
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
健
康
増
進
に
関
す
る
啓
発

活
動
を
行
っ
た
り
、
米
澤
上
杉
城

下
町
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
イ
ベ
ン
ト
で
、協
賛
や
後
援
、

顧
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
り
す
る

予
定
で
す
。

　
秋
の
元
気
回
復
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
伝

国
の
杜
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
あ

か
り
に
照
ら
さ
れ
た
会
場
で
は
、

愛
の
武
将
隊
の
演
舞
や
民
謡
一
家

の
奉
納
太
鼓
な
ど
が
行
わ
れ
、
最

後
に
参
加
者
全
員
で
勝
ど
き
を
行

い
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
を
誓

い
ま
し
た
。

　
11
月
30
日
㈪
ま
で
の
期
間
中
に
、

お
店
で
牛
肉
ま
つ
り
、
ど
ん
丼
ま
つ

り
、
麺
く
い
ラ
リ
ー
な
ど
が
各
店

舗
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
複
数

店
舗
を
回
っ
て
応
募
す
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
的
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
、
本

市
へ
の
移
住
者
で
あ
る
福ふ
く

田だ

直な
お

樹き

さ
ん
の
ト
ー
ク
＆
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ

が
、伝
国
の
杜
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
演
奏
の
前
半
は
「
里
山
の
四
季

～
わ
た
し
が
住
む
ま
ち
米
沢
～
」

と
題
し
、
米
沢
の
風
景
を
映
し
た

ス
ラ
イ
ド
と
メ
ド
レ
ー
形
式
の
演

奏
で
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま

し
た
。
後
半
は
、
福
田
さ
ん
が
曲

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
ト
ー
ク

を
交
え
な
が
ら
、
シ
ョ
パ
ン
や
リ

ス
ト
を
演
奏
。
観
客
は
、
力
強
く

も
繊
細
な
技
術
力
の
高
さ
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
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「まちの話題」で取り上げてほしい写真や情報をお待ちしています。
お気軽にお問い合わせください。　■問合せ／秘書広報課広報広聴係 ☎ 22-5111

新
庁
舎
建
設
工
事 

現
場
見
学
会

現
場
見
学
、
新
庁
舎

の
完
成
を
思
い
描
き

事
業
強
化
「
挑
戦
」
セ
ミ
ナ
ー

コ
ロ
ナ
禍
で
の

新
事
業
を
考
え
る

10

土
17

10

月
12

米沢市「ゼロカーボンシティ」宣言しました
　今号の表紙と
裏表紙は、カ
ラーを活かした
写真特集です。
市民に愛されて
いる自動車文
庫アタゴオルを舞台に、
おもしろそうな本を選
ぶ子どもたちや児童会
館の先生などを撮影し
ました。もちろんアタ
ゴオルには大人も楽し
める本がたくさんあり
ます。図書館に連絡す
ると、希望する本も乗
せてくれるそうなので、
ぜひ活用してください。
秋が深まって、寒くな
りました。こたつで読
書も良いですね。（髙橋）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

の
ア
イ
デ
ア
を
提
供
す
る
セ
ミ

ナ
ー
が
置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
米
沢
全
体

の
高
付
加
価
値
化
を
目
指
す
米
沢

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
の
一
環
と
し

て
開
催
さ
れ
、
事
業
者
に
よ
る
体

験
談
や
国
内
外
の
事
例
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
発
表

者
と
矢や

島じ
ま
里り

佳か

氏（
㈱
和あ

え
る
代

表
）に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
、
新
事
業
を
考
え
る
上

で
ヒ
ン
ト
と
な
る
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
４
月
の
完
成
を
目
指
し
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
庁
舎

で
、
小
学
生
以
上
を
対
象
と
し
た

現
場
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
定
員
を
上
回
る
42

人
。
設
計
の
概
要
な
ど
を
聞
い
た

後
、
免
震
装
置
が
あ
る
地
下
や
議

場
、
市
長
室
な
ど
を
見
学
し
、
完

成
イ
メ
ー
ジ
図
と
見
比
べ
な
が
ら

市
役
所
の
新
し
い
姿
に
思
い
を
は

せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
建
物
の

外
に
は
免
震
体
験
車
も
用
意
さ
れ
、

東
日
本
大
震
災
と
同
じ
震
度
を
体

験
し
、
新
庁
舎
に
採
用
さ
れ
る
免

震
装
置
の
効
果
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

環
境
省
は
、「
２
０
５
０

年
ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ
ス

（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
す
と
公
表
し
て

い
る
地
方
自
治
体
」
を
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
と
し

て
い
ま
す
。
本
市
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
協
働
し
な
が
ら

環
境
施
策
に
取
り
組
み
、
持

続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
、
10
月
８
日
㈭
に

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
ぜ
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
産
業
革
命
以
降
、
化
石
燃

料（
石
炭
や
石
油
）
を
中
心

と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
動

力
と
し
、
産
業
や
文
明
が
大

き
く
発
展
し
た
こ
と
で
、
便

利
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

化
石
燃
料
の
大
量
消
費
に
よ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

は
年
々
増
加
し
続
け
、
地
球

温
暖
化
が
原
因
と
み
ら
れ
る

自
然
災
害
が
世
界
各
地
で
頻

発
・
激
甚
化
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
に
お
い
て
も
、
豪

雨
災
害
、
強
大
化
し
た
台
風

な
ど
に
よ
る
被
害
、
秋
の
味

覚
で
あ
る
サ
ン
マ
の
漁
獲
量

や
漁
獲
時
期
の
変
動
な
ど
、

多
方
面
で
深
刻
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
地
球
が
気
候
危
機
と
言
う

べ
き
現
状
の
中
、
地
球
温
暖

化
を
食
い
止
め
る
た
め
の
対

策
は
不
可
欠
で
す
。
本
市
の

具
体
的
な
温
暖
化
対
策
の
取

り
組
み
は
、「
米
沢
市
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）」
で

お
示
し
し
て
い
ま
す
。
米
沢

市
一
丸
と
な
り
「
挑
戦
と
創

造
」
の
精
神
で
、
持
続
可
能

な
私
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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号 ワ
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ワ
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を
乗
せ
て
あ
な
た
の
ま
ち
へ
！

自
動
車
文
庫

ア
タ
ゴ
オ
ル

ア
タ
ゴ
オ
ル

ふ
む
ふ
む

ワ
ク
ワ
ク

ほうほ
う

読
書
の
秋
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

自動車文庫アタゴオルって？
アタゴオルは、約 3,500 冊の図書を積んで
市内70か所を巡回している車です。図書館
と同じように「利用者カード」で本の貸し
出しができます。高齢者が読みやすい大活
字本も豊富です！近くに巡回した際はぜひ
ご利用ください。【アタゴオルの巡回場所・日時
はコチラ ▼ 】http://www.library.yonezawa.
yamagata.jp/wordp/bm/

おうち読書を楽しもう！
「第２期米沢市子ども読書活動推進計画」では、家庭での読
書「家

うち
読
どく
」を推進しています。図書館や文化課に詳しいリー

フレットを置いていますのでご覧ください。

ナセ BAうちどくスタンプラリー開催
11 月下旬～３月末に、小学生と保護者を対
象としたスタンプラリーを行います。オリ
ジナルプレゼントもあります！

■問合せ／市立米沢図書館☎ 26-3010〈平日〉10時～ 19時〈土日・祝日〉9時～ 19時
市立米沢図書館
齊藤かおりさん


